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国総研におけるこれまでの熊本地震への対応

〇 熊本地震において、発生直後から専門家を現地に派遣し、被害調査・復旧の技術的支援を実施

現場での被災状況調査

緊急点検結果を自治体に説明国総研災害対策本部会議（つくば庁舎）
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熊本地震復旧対策研究室を設置
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国総研
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熊本地震復旧対策研究室

主任研究官

下水道、河川、砂防、道路、建築、都市、
港湾、空港分野の研究部（11部）

管理部門（3部）

○ 熊本地震の復旧・復興事業をより加速化させるため、国総研で初めて災害復旧現場に研究室を
設置（平成29年4月）

○ 国総研の各研究部とも連携し、熊本復興事務所と車の両輪となって早期復興に向けた活動を実施

①高度専門技術を要する課題の解決

②技術的な知見の収集と国等の技術
基準類等への反映



任務①：高度専門技術を要する課題の解決

○ 復旧事業における高度な専門的技術を要する課題に対して、現地にて速やかに検討を行い、
技術的な側面から、早期の復興を全面的に支援

○橋桁
・ひびわれ状況の診断
・繊維シートによる補修

○橋脚
・ひびわれ状況の診断
・コンクリート充填による
中空断面橋脚の補修

阿蘇長陽大橋

○橋台と取り付け部
・地質調査とその評価
・橋台アプローチ部を
５連ラーメン橋へ

平成29年4月時点



任務①：高度専門技術を要する課題の解決

○ 復旧事業における高度な専門的技術を要する課題に対して、現地にて速やかに検討を行い、
技術的な側面から、早期の復興を全面的に支援

桑鶴大橋

○支点の損傷と橋桁のずれ○ケーブルのたわみ
○支点の損傷と橋桁
の浮き上がり



任務②：技術的な知見の収集と国等の技術基準類等への反映

○ 今回の地震では、橋を支えている地盤の動きに伴い、復旧に長期間を要するような被害が発生

○ 被災した橋の現地調査や復旧工事の情報等を踏まえ、技術的知見を収集し、広く発信していくと
ともに、橋としての機能が回復しやすい耐震構造等の先進的な研究を推進

橋の主桁に
生じた変形

沈下した
橋台

俵山大橋

橋桁を支える
支点の損傷

橋桁を支える
支点の損傷
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